
とうもろこしと冬作物の二毛作栽培機械体系の組立

(畜試 飼 料機械部)

1 .背 景 とね らい

二毛作栽培 は単位面積当 りの栄養収量を増大させ る栽培技術 として重要であ り、 と うも

ろこしとライ麦との組合せを主体に栽培が行われているが、 夏作
・冬作 とも栽増期間が厳

しく限定 され るため栽培ステ
ージを逸脱 しないよう作業を進めることが困難であつた。 特

に収穫 ・播種 を運続 して行 う春
・秋の作業量は二毛作栽培の成否を決定す ると考 え られ、

作業の流れ ・適正作業室 ・作業の制限要因を試験に基づき明 らかにしたので参考 に供す る。

2.技 術の内容

36頑 規模の事業酪農経営農家 3戸 共同を基に機械作業体系を検討 した。表に作業能力

調査結果に基づいて作成 した作業体系を示 した。

(1 )二 毛作作業期間の機械組作業

1)堆 肥散布作業 :ロ ー ダーとの組作業が必要 であるが、 マニアスプ レッタ
ー 1台 体

系 と 2台 体系では、 作業能率で 2倍 以上の開きが生 じる。 少な くてもロ
ーダー 1台 Xマ

ニアスプ レッター 2台 の組作業を行 う。

2)連 続作業の実施 :播 種 ・鋲圧等の高能率の作業は、 資材供給のための補助作業員

をつけ連続作業を行 う。

(2 )二 毛作栽若面積の限度

1)大 麦 との組合せでは書 ・秋の作業で制限され 6.  O h a以 下 ( 1戸 平均 2.  O h

a以 下)で あつた。

2)県 中 ・県北地域での ライ麦 との組合せでは秋の作業制限によ り4.  5 h a以 下 (

1戸 平均 1.  5 h a以 下)で あつた。

3)県 南部でのライ麦 との二毛作栽培 では、 ラ イ麦の収穫 と牧草の刈 り取 り作業が競

合す ると考 えられ、 県中 ・県北地域と同程度の栽塔面積が限界 と考 えられた。

3.指 導上の留意事項

(1 )麦 の播種は適期播種を守る。

(2 )ラ イ麦 は越冬性の高い品種を使用す る。

(3 )ラ イ麦の高水分サイレージ調製では、 語め込み後に排汁が十分でるよう注意す る。

またプロピオン酸アンモニウム 01  3 %添 加によ り更に採食性が高 まることが報告され

ている。

4.参 考資料

昭和 60年 度東北農業試験成績 ・計画概要集 「東北地域における粗飼料の周年多収栽培」

昭和 59年 度  指 導上の参考事項 「とうもろこしの早播効果」
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